
日頃の罪やけがれを茅舟（かやぶね）に託して海に流し、無病息災を願う富岡八幡宮（横浜市金沢区）の伝統神事「祇
園舟」が１３日行われ、長さ約７０㌢の茅舟が同区沖で海に流された。
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◇横浜定例講演会
2014年８月７日（木）
13時30分～15時
崎陽軒本店　５階「マンダリ
ン」
講師は神奈川県地震災害対策
検証委員会座長で元東京経済
大学教授の　吉井　博明　氏
演題は「神奈川県の地震危険
と備え（仮題）」

◇横浜定例講演会
2014年９月10日（水）
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タワーズ　
講師は前駐中国全権大使、伊
藤忠商事前会長の　
丹羽宇一郎　氏
演題は「日中関係と日本経済
のこれから（仮題）」



妄
想
、
幻
覚
、
幻
聴
、
不
眠
…
。
乱
用

を
繰
り
返
し
た
先
に
、
光
は
全
く
見
え

て
こ
な
い
。
大
学
生
ら
若
者
に
よ
る
不

正
薬
物
の
使
用
も
相
次
い
で
い
る
と
い

う
。

　

も
し
、
大
量
の
不
正
薬
物
が
出
回
っ

て
し
ま
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
ぞ
っ
と

さ
せ
ら
れ
る
。
水
際
で
検
査
や
取
り
締

ま
り
を
行
う
税
関
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
年
６
月
ま
で
横
浜
税
関
の
モ
ニ

タ
ー
を
務
め
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
が
、
一
番
興
味

を
持
っ
た
の
は
や
は
り
密
輸
の
取
り
締

ま
り
だ
。

　

特
に
、
物
流
を
阻
害
し
な
い
よ
う
コ

ン
テ
ナ
内
に
あ
る
貨
物
を
取
り
出
す
こ

と
な
く
、
検
査
で
き
る
大
型
Ｘ
線
装
置

は
摘
発
の
〝
切
り
札
〟
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
た
。
装
置
の
画
像
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
職
員
は
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、

隠
さ
れ
て
い
る
覚
せ
い
剤
な
ど
を
見
つ

け
る
。
密
輸
阻
止
の
職
人
技
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
た
。
今
後
も
摘
発
に
そ
の

力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

不
正
薬
物
に
関
し
て
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
あ

る
。
知
ら
な
い
う
ち
に
「
運
び
屋
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
「
外
国
か
ら
荷
物
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

旅
費
は
負
担
し
な
く
て
い
い
。
報
酬
も

出
す
」
と
言
わ
れ
、
引
き
受
け
た
と
こ

ろ
荷
物
の
中
か
ら
覚
せ
い
剤
が
見
つ
か

り
、
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
件
が
起

き
て
い
る
。
預
か
っ
た
土
産
か
ら
覚
せ

い
剤
が
出
て
き
た
と
い
う
善
意
に
つ
け

込
む
悪
質
な
手
口
も
あ
る
。

　

不
正
薬
物
の
密
輸
は
ほ
と
ん
ど
の
国

で
重
罪
と
な
っ
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て

は
死
刑
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。「
渡
航

費
用
の
心
配
は
い
ら
な
い
」
な
ど
、
甘

い
誘
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

（
神
奈
川
新
聞
社
経
済
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
曽
根
　
剛
）

　

深
刻
な
状
況
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
密
輸
の
取
り
締
ま
り
で
不
正
薬
物

の
摘
発
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

横
浜
税
関
な
ど
に
よ
る
と
、
国
内
の

２
０
１
３
年
に
お
け
る
覚
せ
い
剤
や
大

麻
な
ど
の
摘
発
件
数
は
３
８
２
件
で
、

押
収
量
は
約
１
０
０
７
㌔
㌘
。
前
年
よ

り
も
約
80
件
、
約
４
０
０
㌔
㌘
も
増
え

て
い
る
。
押
収
量
が
１
ト
ン
を
上
回
る

の
は
９
年
ぶ
り
だ
。

　

こ
こ
数
年
で
は
、
一
度
に
大
量
の
覚

せ
い
剤
を
密
輸
す
る
手
口
が
目
立
つ
。

昨
年
３
月
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
日
本
に
海

上
経
由
で
到
着
し
た
製
粉
機
に
は
、

ロ
ー
ラ
ー
の
部
分
に
約
２
４
０
㌔
㌘
の

覚
せ
い
剤
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
量

は
末
端
価
格
で
約
１
６
８
億
円
、
薬
物

乱
用
者
が
使
用
す
る
約
８
０
０
万
回
分

に
相
当
す
る
と
い
う
。

　

覚
せ
い
剤
や
大
麻
な
ど
の
不
正
薬
物

は
一
度
使
い
始
め
る
と
な
か
な
か
や
め

ら
れ
ず
、薬
物
依
存
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

「
甘
い
誘
い
」
に
は
ご
注
意
を

視
描点
点

− 　 −3



　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
3
月
10
日
、

時
事
新
報
は
案
内
広
告
欄
に
図
の
《
時

事
新
報
よ
ろ
ず
案
内
申
込
書
》
を
刷
り

込
ん
だ
。
こ
う
説
明
す
る
。「
こ
の
用

紙
を
切
り
抜
き
、
広
告
文
を
書

き
入
れ
、
前
金
を
も
っ
て
申
込

み
の
方
に
限
り
、
特
に
料
金
二

割
引
と
す
。
割
引
有
効
の
期
限

は
、
上
記
の
日
付
よ
り
二
日
と

す
る
。
申
込
み
回
数
は
十
回
以

下
に
限
る
」。

　

●
印
と
も
で
1
行
18
字
、
2

行
と
8
字
だ
か
ら
。
計
44
字
、
そ
の
字

数
な
ら
じ
ゅ
う
ぶ
ん
意
志
は
伝
え
ら
れ

る
。
そ
の
下
は
広
告
主
の
住
所
・
氏
名

だ
ろ
う
。
当
初
、
ひ
ら
が
な
の
み
で
掲

載
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
漢
字
も
併
用
さ
れ

た
。

　

掲
載
料
は
い
か
ほ
ど
だ
ろ
う
。
時
事

は
「
3
行
1
件
が
30
銭
」。
そ
の
頃
、

白
米
は
10
キ
ロ
、
1
円
18
銭
ほ
ど
。
１

５
（
大
正
４
）
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
は

「
求
職
が
50
銭
」。「
売
買
や
貸
借
は
90

銭
」
で
あ
っ
た
。
白
米
の
価
格
は
ほ
と

ん
ど
変
化
せ
ず
。
そ
の
年
、
大
阪
朝
日

に
掲
載
さ
れ
た
案
内
広
告
は
上
半
期
９

３
２
件
。下
半
期
５
０
０
２
件
と
急
増
。

２
年
後
に
は
半
期
で
１
６
１
１
７
件

と
、
ま
す
ま
す
増
え
た
。
東
京
朝
日
は

１
５
（
大
正
）
年
半
期
で
５
５
７
４
件
。

翌
年
は
６
３
４
７
件
と
増
加
し
た
。

　

前
回
、
案
内
広
告
は
各
紙
に
広
ま
っ

た
と
書
い
た
が
、
は
た
し
て
そ
う
か
。

案
内
広
告
が
報
知
か
ら
始
ま
っ
て
２
年

後
、
大
阪
朝
日
に
「
報
知
新
聞
の
真
似

ぢ
ゃ
な
い
が
、
貴
紙
に
も
職
業
案
内
を

掲
げ
て
ほ
し
い
。
関
西
の
新
聞
は
い
ま

だ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
」
と
読
者
か

ら
投
書
が
あ
っ
た
と
い
う
。
お
く
れ
た

と
い
う
も
の
の
、
案
内
広
告
が
掲
載
さ

れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

報
知
か
ら
７
年
後
の
０
４
（
明
治

37
）
年
、
各
紙
の
発
行
部
数
（
万
部
）

や
広
告
料
金
（
１
行
）
の
記
録
が
あ
る
。

報
知
は
14
万
部
―
45
銭
。
東
京
朝
日
9

―
40
。
大
阪
毎
日
20
―
42
。
読
売
15
―

40
。
貿
易
新
報
1
・
6
―
40
。
中
京
報

知
３
・
５
―
20
。
山
陽
新
報
１
・
５
―

25
。
福
岡
日
日
１
・
５
―
40
。
河
北
新

報
１
・
2
―
20
。
芸
備
日
々
１
・
３
―

20
。
北
海
タ
イ
ム
ス
１
・
２
―
40
。

　

こ
の
頃
、
東
京
で
は
10
万
以
上
、
大

阪
で
は
15
、
地
方
で
は
1
・
５
万
以
上

が
有
力
紙
と
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

の
う
ち
広
告
収
入
は
東
京
15
社
で
３
０

０
万
円
。広
告
と
購
読
料
は
ほ
ぼ
同
率
。

大
阪
は
4
社
で
広
告
は
２
０
０
万
、

広
告
は
55
％
。
地
方
紙
は
購
読
料
が

多
く
を
占
め
た
。

　

当
時
、
も
っ
と
も
広
告
掲
出
量
が

多
い
の
は
化
粧
品
で
６
，
８
９
９
，

０
１
２
行
、
薬
品
・
雑
品
・
書
籍
と

つ
づ
い
て
案
内
広
告
は
７
６
５
，
５

１
９
行
。
登
記
や
決
算
発
表
と
ほ
ぼ

同
じ
行
数
で
あ
る
。

　

は
て
、「
よ
ろ
ず
案
内
広
告
申
込
用

紙
」
で
ど
の
程
度
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
の
か
、
知
ら
な
い
。　
　

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
時
事
新
報
よ
ろ
ず
案
内
広
告
申

込
用
紙
」・
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年

3
月
時
事
新
報
掲
載

わ
ず
か
3
行
で
も
…
…

宮
野
　
力
哉

い
ま
こ
そ
広
告
す
べ
き
③

広
告

談
珍
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